











題のうち、好ましくない個人・団体が絡んだケースに絞り込み、2000 年 1 月から 2015















が初めてである。本稿では、第 2 章第 1 節で A さん、第 2 節で C さんに関わる一連

















2.1	 アルバイト・就職の斡旋を口実に接近する Aさんのケース	  
#01：2000 年 1 月	 宿舎担当職員から筆者に相談あり。A さん（男性、30 歳代半
ば）がアルバイトの斡旋を口実にして留学生宿舎に住む女子留学生の居室を夜間に訪





貼り紙をし、②担当職員が電話で A さんにその旨を伝えた。【1】（２） 
#02：2000 年 9 月	 学外者から A さんが宗教団体 V の下部組織 Va 主催行事のポス
ターを留学生宿舎の掲示板に貼っているところを目撃したとの情報が寄せられた。→
筆者が出向いてポスターを回収した。【2】 
	 #03：2003 年 1 月	 短期留学プログラム担当教員から問い合せがあった。一般教育
棟 C 棟 1 階の交流室（当時）へ A さんがやって来て、留学生の就職相談に乗ってい
ると言うが、変な人物だった。→当該教員に過去の経緯を説明し、注意を促した。【1】 
	 #04：2006 年 10 月	 夜 9 時頃、筆者がボランティア学生とともに留学生宿舎で新
入留学生受入支援を行っていたところ、A さんの姿を見かけた。女子学生に会いに来
たとのこと。→昼間管理人を通して面会すること。【1】 








	 #06：2007 年 1 月	 留学生課職員から報告あり。A さんが窓口に現れ、留学生を外
国語の講師に斡旋する目的で某会話学校のチラシを配ろうとした。【2】 









	 #09：2008 年 11 月	 国際課職員から問い合わせあり。留学生が会話学校で母語を
教えるアルバイトがあると言うが、良い学校か。→2007 年 1 月に A さんがチラシを
配ろうとした学校なので勧められない。【1】 
	 #10：2010 年 6 月	 留学生支援ボランティア・WAWA のスタッフから報告あり。




教えないようにと WAWA スタッフ全員宛にメールで注意を促した。【7】 




	 #12：2014 年 1 月	 国際課職員によると、市内の〇〇大学から A さんを学内立ち入
り禁止にしたとの連絡があった。【2】 





	 #14：2014年3月	 学外者からAさん及びCさんに関する情報の提供があった。【1】	  
	 #15：2014 年 5 月	 学外者から情報あり。A さんが××大学に現れ、女子学生にアル
バイトをしないかと近づき、同大学から警戒されている。【1】 
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2.2	 付きまとって結婚を迫る Cさんのケース	 
	 #17：2009 年 9 月	 留学生宿舎に住む女子留学生から相談あり。メールボックスに
「結婚を前提に付き合って欲しい」などと書かれた C さん（40 歳代半ば）からの長




	 #18：2014 年 2 月	 学外者から情報提供あり。C さんが〇〇交流センターへ出入り
し、「結婚しよう」と言って中国人女性に近づくため、同センターがマークしている。
【1】 
	 #19：2014 年 3 月	 #14 参照。 
	 #20：2014 年 6 月	 国際課職員から報告あり。C さんが留学生宿舎で女子留学生に
声をかけていた。また、同じ敷地内にある日本人女子寮の寮生から「不審者がうろつ
いている」とのメールがあった。→学生支援センターと情報を共有した。【4】 
	 #21：同年同月	 2 週間後、留学生宿舎で女子留学生に声をかけていた C さんが守
衛に注意されたことに腹を立て、国際課事務室へやって来て興奮して大声でわめいた。
→危険を感じた筆者は、職員に 110 番通報するように指示した。警察官 6 名が駆けつ
け、二度と大学近辺に立ち寄ったり学生に声をかけたりしないように、と時間をかけ
て C さんを説得した。【4】 
 
2.3	 その他の 12 人の付きまといケース	 
#22：2000 年 1 月	 #01 参照。 
#23：2000 年 6 月	 女子留学生から次のような訴えがあった。D さんが夜アパート
を訪れたり、無断で個人情報をホームページに掲載したりするので、止めさせてほし
い。→筆者が D さんと面談し、D さんの行為は、①付きまとい、②プライバシーの侵
害であり、中止しなければ警察へ被害届を提出する、と警告して本件は終息した。【7】 











	 #26：2010 年 11 月	 短期留学プログラム担当教員から報告あり。数日前路上で偶




	 #27：2012 年 2 月	 日本語教員から情報提供あり。G さん（女性）が留学生宿舎に
出入りしているが、言動が異常である。→直後に G さんが姿を見せなくなり、大きな
問題には発展しなかった。【2】（再度出現 #32） 
	 #28：2012 年 11 月	 学外者から大学近辺で付きまといが頻発しているとの情報提
供あり。【1】 
	 #29：2013 年 6 月	 女子留学生から深夜にアパートの呼び鈴を鳴らす者がおり、ベ
ランダに人影が見えた、との訴えがあった。→〇〇警察署へ被害届を出させるととも
に留学生宿舎の空き部屋へ緊急避難させた。【3】 






	 #31：2014 年 1 月	 国際課職員から相談あり。女子留学生が夜岡大北門からキャン
パス外にある宿舎まで、不審者に 3 回後をつけられた。→職員と協議のうえ、〇〇警
察署にパトロールの強化を依頼し、当該留学生をキャンパス内の宿舎へ移した。【5】 
	 #32：2014 年 2 月	 G さん（女性）が国際課窓口へやって来て、意味不明の言葉を
わめき散らした。また、複数の男子留学生（及び女子留学生）に付きまとい、留学生
宿舎の周囲で何やら大声でわめいているとの苦情が出た。→〇〇警察署や市保健所の
アドバイスに従って G さんの親族に善処を求めた結果、G さんは病院に収容され、本
件は解決した。【25】 


















3.1	 宗教団体 Vが関与したケース	 
	 #36：2000 年 9 月	 #02 参照。 
	 #37：2001 年 9 月	 複数の学外者から Va 主催行事のポスターが留学生宿舎に貼っ
てある、との通報あり。→回収した。【3】 
	 #38：2002 年 6 月	 学外者から V 主催行事「〇〇世界大会」に関する情報提供あり。
→学生相談室へ報告した。【2】 
	 #39：2003 年 7 月	 留学生センター長から報告を受けた。〇〇学部教員の紹介で『岡
大〇〇』がセンター教員と留学生に取材を申し込んできた。→『岡大〇〇』は岡山大









	 #42：2004 年 10 月	 交換留学生から Va 主催行事に参加しても良いか、との相談
あり。→参加しないようにアドバイスした。【1】 
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#44：同年同月	 学外者から I さんが Va 岡山地区の責任者である、との情報を得た。
【1】 








	 #47：2007 年 8 月	 学外者から留学生宿舎に Va 主催行事のポスターが掲示してあ
るとの通報あり。→回収した。【4】 
	 #48：2008 年 3 月	 学生支援センターから Va 主催行事に参加した留学生が 3 人と
審査員を引き受けた教員がいる、との情報が寄せられた。→留学生 3 人には筆者から、
教員には部局長を通じて注意を喚起した。【4】 





#50：2008 年 7 月	 学外者から Va 主催行事に関する情報提供あり。【1】 




#52：2008 年 8 月	 学外者から通報あり。留学生宿舎に Va 主催行事のポスターが
貼ってある。→回収した。【2】 





＃54：2008 年 12 月	 学生支援課長から Va 主催行事の全国大会に出た留学生がい
るとの連絡あり。→調査した結果、同姓同名の別人であり、岡山大学の留学生ではな
いことが判明した。【4】 
	 #55：2009 年 1 月	 学生支援センターから問合せあり。Ve という団体が学生にア
ンケートをとっているが、宗教団体 V と関係があるか。→V の下部団体であることを
確認して、その旨を回答した。【1】 
	 #56：2009 年 9 月	 学外者から宗教団体 V に関する資料の提供あり。【1】 
	 #57：2010 年 3 月	 学生支援センターから情報提供あり。Vf という団体が日本人
及び〇〇人学生を対象に懸賞論文を公募している。→Vf は V の下部団体であるため、
〇〇国留学生会宛てにメールで注意を促した。【2】 




	 #59：2011 年 10 月	 国際課職員から Va 主催行事のチラシが留学生宿舎に置いて
あったとの報告あり。→事務室で注意喚起のポスターを作成・掲示するように、と依
頼した。【2】 
	 #60：2012 年 6 月	 学生支援センターから Va 主催行事情報が寄せられた。→留学
生相談指導協力教員宛てにメールで当該情報を転送し、注意を喚起した。【2】 
	 #61：2012 年 10 月	 国際課職員から I さんが交換留学生に付きまとっているとの




	 #62：2013 年 6 月	 国際課職員から Va 主催行事のポスターが留学生宿舎に無断で
掲示されている、留学生が I さんに行事への参加を勧誘された、との連絡あり。→ポ
スターを回収し、国際課から内部警告文書を各部局に流して注意を喚起した。【4】 
	 #63：2013 年 7 月	 国際課職員より情報あり。宗教団体 Y の下部団体 Ya 主催の国
際交流行事に Va の 2 人が参加し、留学生に接触した。【1】 
#64：2014 年 6 月：日本語教員から情報提供あり。2 人の交換留学生が 2 人組の中




#65：2014年 7月	 大学周辺のアパートに宗教団体Vのチラシ 3種類が配布された。
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→学生支援センターへ当該チラシ 3 種類を渡した。【1】 




3.2	 宗教団体 Wが関与したケース	 
	 #67：2005 年 7 月	 日本語教員より情報提供あり。宗教団体 W の 2 人組の中年女




	 #68：2005 年 8 月学生支援課長から情報提供あり。オープンキャンパス中に 2 人組
の中年女性が来てチラシやキーホルダーを配って勧誘していたので、学外へ退去して
もらった。【1】 
	 #69：2006 年 8 月	 学生支援課長から学内でビラ配りをしていた学外者に宗教活動
の中止を要請したとの報告あり。【1】 
	 #70：2009 年 6 月	 学生支援センターから問い合せあり。〇〇サークルと宗教団体
との関わりが分からない。→この時点でははっきりしなかったが、後に宗教団体 W の
下部団体の Wa であることが判明した。【1】 
	 #71：2010 年 7 月	 学生支援センターから〇〇人留学生が W 教会に出入りしてい
るとの連絡あり。→国際課職員と情報を共有した。【3】 




	 #73：2011 年 4 月	 筆者は〇〇国政府の出先機関である岡山〇〇国教育院の院長と
面談する機会があった。→同院長からキャンパス内での宗教活動をしないように、と
W 信者である同国人留学生に注意してもらうことになった。【1】 
	 #74：2011 年 12 月	 学生支援センターから情報提供あり。2009 年 6 月に大学会館
で開催された Wa 主催のコンサートのあと、出入り口を閉じられ、交換留学生が W へ
の入信を強要され、恐い思いをした。学生支援センターも最近この情報を入手したた
め、対応できなかった。【3】 





することにした。同年 11 月、筆者は Wa の代表学生に国際交流会館の新使用規則を
示し、教会関係者を招待してのコンサートやコンサートを利用した宗教勧誘活動は許
可できないことを伝えた。【15】 
	 #76：2013 年 4 月	 国際課職員から問い合わせあり。Wa が国際交流会館の使用申
請に来ているが、許可して良いか。→使用上の注意点を再確認させた上で、純粋な音
楽活動であるなら許可せざるを得ない。【5】 




	 #78：2014 年 6 月	 学生支援センターから情報提供あり。宗教団体 W が同月末に
〇〇県〇〇市で開催予定の××コンサートに参加するように、と学生を誘っている。ま
た、Wa が一般教育棟 C 棟の教室を無断で使用した。【1】 




3.3	 宗教団体 Yが関与したケース	 
	 #80：2004 年 7 月	 学外者から情報提供あり。宗教団体 Y が留学生を宗教活動に利
用している。岡大留学生との交流風景を撮った写真が Y の信者向け機関誌に掲載され
ている。→機関誌の中で写真を確認した。【2】 
	 #81：2005 年 4 月	 学外者から情報提供あり。Y の下部団体 Ya 主催で 5 月に開催
予定の国際交流行事への参加留学生を送迎するため、Ya は留学生宿舎へ貸し切りバ
スを横付けする。【2】 




	 #83：2005 年 5 月	 筆者は Ya 主催の国際交流行事の会場を視察した。→宗教団体
Y の本部前庭であり、実質的には教団丸抱えの行事であることが分かった。なお、Ya
の母体が宗教団体であることを知ったイスラム圏の〇〇国留学生会は強い不快感を表
明し、その後は Ya 主催の交流行事への参加を拒否するようになった。【1】 




	 #85：2013 年 7 月	 #63 参照。 
 
４．考察	 
	 本稿では、第 2 章、第 3 章で合計 85 件の対応事例を紹介したが、そのうちの 4 件
は 2 つのケースに同時に対応したため、実質 81 件の対応事例に延べ 276 回の対応を
行った。それらを発生年別にまとめたものを表１に示す。延べ対応回数ベースで見て
みると、2014 年が圧倒的に多く、70 回であった。次いで多かったのが 2010 年の 37
回、2008 年の 32 回であった。逆に、2002 年は延べ対応回数が 2 回で最も少なく、
次いで 2001 年と 2009 年が共に 3 回で少なかった。なお、2014 年の延べ対応回数 70




年 対応事例件数 延べ対応回数 
2000 3 10 
2001 1 3 
2002 1 2 
2003 4 6 
2004 4 9 
2005 6 12 
2006 4 5 
2007 4 10 
2008 10 32 
2009 3 3 
2010 6 37 
2011 6 14 
2012 5 28 
2013 6 18 
2014 14 70 
2015 4 17 
合計 81 276 
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 図１	 対応事例 81 件に関する第一報の送り手	 
 
	 8１件の対応事例に関して、情報源、すなわち、第一報の送り手の内訳をみると、
「職員」が 27 件で最も多く、筆者を除く「教員」が 19 件、「学外者」が 18 件の順で
ある。「筆者」が情報源となったケースは 8 件、被害者である「留学生」から直接訴
えがあったのは 7 件、「WAWA 学生」が 2 件であった。 
「職員」27 件の内訳をみると、留学生課（改組後の国際課、グローバル・パートナ





含む、延べ 281 回）をベースにして見てみよう。 
先ず、好ましくない人物では、A さんが 31 回で最も多く、次いで G さんが 27 回、
C さんが 14 回である。A さんは 2000 年から 2014 年にかけて 16 件で名前が挙がっ











留学生, 7 WAWA学生, 2 
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宗教団体 V 及びその下部団体に関して延べ 94 回、宗教団体 W 及びその下部団体に
関して延べ 57 回の対応を行った。宗教団体 V はその存在を隠し、Va、Vb、Vc、Vd、
Ve、Vf、Vg などの団体名を使用して活動している。ちなみに、以前に H さんが留学
生に手渡した名刺には、所属団体名が Va と印刷されていたが、最近の名刺には所属
団体名は Vg と記載されている。他方、宗教団体 W は Wa のコンサート活動を通じて
入信を勧める場合もあるが、2 人組の中年女性がキャンパス内に入り込んで直接的な
宗教勧誘活動を繰り返し行っている。宗教団体 Y への延べ対応回数は 8 回に留まる。




注 1）N=重複カウント 5 回を含む、延べ対応回数 281 回である。 
注 2）宗教団体 V・W・Y には各々の構成員 I・J・K さんへの対応を含む。 

















































(3)留学生課は 2007 年 4 月に国際課に改組され、さらに 2014 年７月にグローバル・パ
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